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(一) ま 般 r、、 ン

で 的 被
、、J

該 し を 室Eコ は

当 か 明 者
、

す し り か 候。 ー「

る
、

か な
、......"

安

事 同 る 全
実 半。 し 範 あ 配

を 決 た 囲 る 慮、

主 は も の ヒ日2 義

張
、

の 事 判 務. 安 で 実 刀ミ 主';'呈包

立 全 は す 反

証 配 な つ る の
す 慮、 の 主
る L_ 

て み 張ー寸

責 義 と 主 で . 
任 務 主 張

、
立

は の 張 . 安 証
、

内 9" 立 全 三貝主

国 4円三-、 る 証 配 任

の を
。

す 慮、 が

義 特 る 義 義

務 定 ‘" 務 務、ー
違 し と 違 定

反
、

を 反 反

を か 要 の を

主 つ す 事 主
張

、
る 実 張

す 義 の と す

る 務 か し る

原 違 の て 但リ
aEコニ 反 占 一

l 
守I司主- 安

裁 原 全
判 tEヒコ 配

所 り 慮、

昭 は 義

和
、

務

五 原 定
.....L 

aEコニ 反ノ、
年 第 の
一 四 主一
月 準 張

一 備 . 
-ノL、. 書 立
日 面 証

第 一 三主邑主

一 、
任一

l 
法 及 つ
廷 び

半。 2 て

決

...--. お
民

集 て
一 、
一一
五 被

巻 丘Eヒ3 

一 が
τ~ コ 号|

五 用
-ノ4、4 す

ぺ る

最

，-
w 

f‘・
， ' 

り
反
号旨ム問

す

る
。

と

つ。
、......"

お
け

る

安

全
配

慮、

義

務

逗

反

係

る

主

張

対
し
、

被
丘Eとコ

は
、

以

下
の
と
お

一
九
九
五
年

五
月

一
J¥. 

日

付
け

原
丘Cヒコ

り

第

四
準

備
量Eヨ主

面
戸田、

以

下
ー寸

原
£Eヒコ

第

四
準

備
書Eヨ

面
」ー



(ニ)
各 全 該 範 民 立 象 の の
部 を 対 事 囲 確 事 証 的 所 主 あ
部 保 す 件 の か 属ゐ泊Z の 事 在 張 る
ロ 持 る で 事 昭 内 実 、'-" . L ロロ

の し 安 問 実
、

和 ?e三F、 で と 立 と
，'，生 危 全 題 を 右 五

、、..../
は

、
証

質 険 配 と 主 判 -ノ4、-の な ② 三具主主 つ
を を 慮 な 張 決 年 一 主 任 判一
保 防 義 つ . は 度 占

、
張 は 刀ミ

持 止 務 fこ 立
、

五 を 右 . 義 か
し す の へ 証 安 五 明 義 立 務 り

機 る =目F官主 す 全 ぺ 確 務 証 主宰 も
体 た 体 コ Jミ 自己 活、=是』 の 反 明
の め 的 プ き 慮、 γ し 反 対 を り

整 内 タ か 義 参 て 象 主 か
備 と ~ と 務 照 該 と 張 な
を る と 違

、』ノ
る 当 な す よ

フ信士~ ハミ し よ つ 反
。

す る る つ〆F ‘、
全 き て る ... ・ の =Eh ヨ る の 恨リ、ー・

措
、

輸 と 事 井 コ目F君主 は
、

す 置 ーi 送 を 実 直 体 安 あ ① 
る と へ 業 明 と 昭 的 全 る 安
義 し 務 方言 し . 事 配

、.. 
全、ー

務 て コ し て 最 実 慮、 と 配
L._ 、

プ 従 て 一 言『司言・ で 義 慮r圏、
、

へ タ 事 は 般 裁 あ 務 主 義
す す し、 的 判 る 渥uι 張 務
な コ の る な 所

... 
反 . 違、ー・

わ プ 飛 自 半。 と と 立 反
ち タ ~T 衛 が か 例 r園、、 証 の、

の 隊
、

な 解 主 つ 三主包主 事
部 の 安 員 当 る 説 張 抽 任 実

. 



2 
義 任 し ー寸 の
務 し を て 債 方 ま 責 安 的 ロロロ

違 か あ
、

務 法 た 任 三HすA 全 の
反 し ま 者 で

、
を 当 配 明 .[，生ー寸

の
、

り 領。 被 原 負 す 慮、 り ム目包己

主 原 厳 ず 宝Eヨ £Eヒコ つ る 義 か 保
張 A ニ 格 れ 実 者 り

... 
事 務 持Eコ 、ー. り 質 恨リ は と 実 違 し の

立 の 解 し 的 の
、

を を 反 て 義
証 右 す ろ な 負 原 方言 具 を 務
責 主 J、三 、

主 丘Eヒコ 唆 体 主 る と
任 張 き ー 張 の 四 す 的 張 機、ー f目、

で れ . 軽 準 る す =ロヒ 体
関 沿 な り 立 減 備 も 特 る 井 の
す つ の 証 を 量Eヨ主 の H疋- 仮t . 7'=kE P 

る よ と 見 三貝包 lま 面 と し 前 全
現 つ の 解 任 か 一

、
お 掲 整

在 な 占 は を ろ
、

え
... 

書 備、ー
の A子Lι で 安 負 つ 3 る れ て 五 義
通 説 一 全 わ と

。
り 同 九 務

説 も 致 配 せ す お の 義 ぺ の
的 存 し 慮、 る る し、 占 務 占

見 す て 義 J、え 見 て の ジ を
解 る し、 務 き 解

、
つ 内

、、J

王
は と る 活E と が A子主4 $ 

。
張、

は L 反 の 有 説 て 及
... 

す、ー
あ と の 見 力 上 主 び の .r.く

く え 主 王 解 で lま 張 そ
... 

き、ー・
ま

、
張 張 も あ

、 . の と ‘ .. 、ー
で 安 す . あ る ー寸 立 義 か と
ー「 全 る 立 る L 何 証 務 り を
被 配

。
証 」一 、

り す 違 も 間
重Eコ宝 慮、 三主主主主 と か る 反

、
接
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ま つ 過 ~T =目r可 詳 ~‘ で つ 者
ず し 、-..../

を‘ 安 体 述 あ
、

倶4
安 た て

、
理 全 的 し ユノ り 右

全 が
、

損 由 配 な た 以 3目F電電 お~ 

m2 'つ 主 室Eコ と 慮 主 と 下 後 体
慮 て 張 の し 義 張 お 、、J

藤 的 て
義

、
発 て 務 り

、
勇 な

、. . 
務 安 立 生 損 定 立 で 右 義 使--， 
の 全 証

、
室 反 証 あ 見 安 務 用

存 配 三貝邑 そ 賠 は の る 解 全 ユ墨 者
在 慮、 任 の 償

、
範

。
が ~2 反 の

を 義 を 損 を 債 囲 正 慮、 の =目......; 

主 務 負 害 請 務 と 当 義 事 体
張 定 つ と 求 不 程 で 務 実 的. 反 。

債 す 履 度 あ と を な
立 を 務 る イ'丁ー る 証 主 安
証 理 不 者 の つ ー 明 張 全、ー・
し 由 履 は 一 と 主貝主主 . l!i2 
な と 干~Tー

、
形 て は 任 証 慮

け し と 債 態
、 L_ 明 義

れ て の 務 で 既 現 す 務
ば 損 間 の あ 代 る の
な 害 の 成 る 被 民 三主邑主 内
り 賠 因 立 が aEニ3 事 任 ~コF、
な 償 果

、 、
第 裁 が を

号百車円 関 履 一 J¥ 判 あ 主
が 求 係 1T 般 準 の る 張、

を 及 期 備 課 L_ . 
安 す ぴ の

、
室Eヨ 題 と 証

全 る 損 到 債 面 ⑧ す 明
配 者 室Eコ 来 務 の 八. る し
慮 は 額 不 一 七 も

、〆戸、、
一

義
、

経 履 で 。の か



近
い
い
刈

な な 民 し 社 事 更 事 慮 務
内 集 =ロノ;c;ヲ， て dコ弐b、 右 実 実 義 自
宅，チ守会 上 一 め 当 的 の を

、
を 務 体一

lま
、

九 り 事 接 占 主 履 主 の は
、

事 巻 れ 者 触 を 張 行 張 逗‘;:b.. 、

被 故 一 る の の 詳 方 す 反 t由一
. 

室 の τEコ7 も 一 関 述 立 法 る が 象
者 種 一 の 方 係 す 証 の 必 あ 的
の 類 四 で 又 る し 不 要 る な
職 一 あ は 入 と な フ，dEF が と 概. 一一
種 態 J、ミ る 双 'つ

、
け 全 あ 主 ~ω、、

、
様 が 方 fこ 安 れ や る 張 --、、

労 は 〉ノ が 当 全 ば 必
。

す 規--、
務 千

、_，
最 相 事 配 な 要 そ る 範

内 差
、

局 手 者 慮、 り な し だ 的
容 万 そ 裁 方 間 義 な 1主 て け専用
、

，8IJ の 昭 務 意
、

で 件
労 で 成 和 対 お は

。
の 同 lま 事

務 あ 立 五 し L、 、
悔 義 足 実

提 る が 。て て あ ，，Eιa、、 務 り
、，_，

供 か iiノZ，、 年
、

る 等 主呈 ず で

場 り め 一 義 当 法
、

反
、

あ一
所

、
り 月 員U 該 律 同 が 同 る

等 安 れ 一 上 法 関 義 あ 義 か一
安 全 る 五 負 律 係 務 る 務 り

全 oe 法 日 つ 関 と を
、

配 慮、 律 第 義 係 基 3曇 い 構 抽

慮 義 関 一 務 の づ 反 つ 成 象一一
義 務 係 と 付 す fこ す 的
務 の は 法 し 随 て る め る
が 具 一 廷 て 義 特 2自rて 具 安
問 体 様 判 一 務 ，8IJ 体 lま 体 全
題 的 で 決 般 と な 的

、
的 配



2 
用 目 を そ 見 発 た 一 と-、、 一::;-宅竜 一
す

... 
体 採 の 回 可 生 と し な、ー

る の 的 る 他 避 ム自包己 し さ fこ 法 る
目Ij 占 な

... 
の 可 -性 た れ が 廷 当、ー

記 事 と 社 ム目包亘 、.../
結 る 'コ 判 該

最 つ 実 を ムコ::s¥、 -性
、

果 者 て 決 3自F電

""'Ei" き を 義 的
、J

ど と
....戸 、 . 体『司 、ー・

裁
、

明 務 な
、

の の と 安 民 的
判 原 り 付 諸 そ よ 関 全 集 な
所 丘Eコュ か lす 事 し つ 係

、
百己 一 状一一

昭 り る a情 て な か 結 慮、 /¥ 況
手口 は す の

、
措 り 果 義 巻

五
、

る が 昭 義 置
、

の 務 -ノL、， よ
ノ--'-、原 必 相 り 務 を 義 発 Z、d呈L τEヨ7 つ

年 £Eヒコ 要 当 し 者 講 務 生 反 五 て
一 第 が一 で て と じ 者 し の 五 異
月 四 あ あ

、
被 て が fこ 主 七 な

一 準 る る 義 室Eヨ そ =目rて 張 ぺ る
...Jー 備

。
か 務 者 れ の 体ノ¥ -、、

日 量Eヨ主 と 者 と ば よ 的 当 、ノ 最
第 面 の 結 つ な た

、.../
高

一 一 'つ 対 法 果 な 状 'つ
。

裁一 、
た し 律 の 結 況 て 昭

法 4 占 右 関 発 果 を iま 和
廷 を 結 係 生 を 明

、
五

判 お 判 果 及 を 予 り ま 九
決 断 発 び 防 見 か ず 年
も て T 生 当 止 で

、
四、 、

る の 時 で き し 被 月
安 被 防 の き fこ fこ 室cョ 一
全 丘Eヒコ 足 止 技 た か 上 を 。
m2 が り 措 術 か -、 で ~ 之. 日
慮、 ヲ| る 置 や 予

、
け 第



義
務
の
内
容
と
し
て
予
見
可
能
性
、

結

果

回

避

可

能

性

ま

で

を

要

求

す

る

も

の

で

は

な

い
し
、

右
最
高
裁
判
所
昭
和
五
九
年
四
月
一

O
日

第

三

小

法

廷

判

決

や

最

高

裁

判

所

昭

和

六

一

年

一

二

月

一

九

日

第

二

小

法

廷

判

決

(

判

例

時

報

一

二

二

四

号

一

三

ペ

ー

ジ

)

も

予

見

可

能

性

や

結

果

回

避

可

能

性

に

つ

い

て

の

主

張

・

立

証

責

任

に

つ

い

て

正

面

か
ら
判
断
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

被

告

の

主

張

の

根

拠

と

は

な

り

得

な

い

と

主

張

す
る
。

し
か
し
、

①
前
記
最
高
裁
昭
和
五
九
年
四
月
一

O
日
第
三
小
法
廷
判
決
は
、
社
屋
内

で
宿
直
勤
務
中
の
従
業
員
が
盗
賊
に
殺
害
さ
れ
た
事
故
に
つ
い
て
、

「
休
日
又
は
夜
間

に
は
盗
賊
が
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

-
し
か
も
侵
入
し
た
盗

賊

が

宿

直

員

に

発

見

さ

れ

た

よ

う

な

場

合

に

は

宿

直

員

に

危

害

を

加

え

る

こ

と

も

十

分

予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

上
告
会
社
で
は
、

盗
賊
侵
入
防
止
の
た

め
の
の
ぞ
き
窓
、

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、

防

犯

チ

ェ

ー

ン

等

の

物

的

設

備

や

侵

入

し

た

盗

賊



へい
U
w
r

か
ら
危
害
を
免
れ
る
た
め
に
役
立
つ
防
犯
ベ
ル
等
の
物
的
設
備
を
施
さ
ず
、

ま
た
、

難

等

の

危

険

を

考

慮

し

て

休

日

又

は

夜

間

の

宿

直

員

を

新

入

社

員

一

人

と

し

な

い

で

適

宜
増
員
す
る
と
か
宿
直
員
に
対
し
十
分
な
安
全
教
育
を
施
す
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

上
告
会
社
に
は
、

-
安
全
配
慮
義
務
の
不
履

行
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
、

会
社
に
安
全
配
慮
義
務
違

反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、

②
前
記
最
高
裁
昭
和
六
一
年
一
二

月
一
九
日
第
二
小
法
廷
判
決
も
、

陸

上

自

衛

隊

の

駐

と

ん

地

に

制

服

等

を

着

用

し

、

幹

部

自

衛

官

及

び

そ

の

随

従

者

を

装

っ

て

侵

入

し

た

過

激

派

活

動

家

に

よ

り

動

哨

勤

務

中

の
自
衛
官
が
刺
殺
さ
れ
た
事
故
に
つ
き
、

国
は
、

「
制
服
等
の
着
用
に
よ
り
幹
部
自
衛

官
を
装
っ
た
部
外
者
が
営
門
か
ら
不
法
侵
入
し
、

か
つ
、

動
哨
勤
務
者
の
生
命
、
身
体

に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
客
観
的
に
予
測
し
う
る
と
き
は
、
営
門
出
入
の
管
理
を
十

全
に
し
て
そ
の
侵
入
を
防
止
し
、

も
っ
て
、

同
人
に
か
か
る
危
険
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い

次
JID. 
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fい
¥

ょ
う
配
慮
す
べ
き
義
務
を
負
う
」
と
し
て
、

国
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠

償
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
具
体
的
な
予
見
可
能
性
と
回
避
可
能
性

を
必
要
と
し
て
い
る
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
の
判
決
は
、

い
ず
れ
も
事
故
発
生
の
予
見
可
能
性
が
あ
る
と
き
に

は

防
止
措
置
を
採
る
べ
き
安
全
配
慮
義
務
が
あ
る
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
お
り
、

見
可
能
性
の
な
い
こ
と
を
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
と
は
し
て
い
な
い
か

り

(
後
藤
勇
・
前
掲
書
八
八

0
ペ
ー
ジ
)
、

安
全
配
慮
義
務
違
反
を
主
張
す
る
側
に
予

見
可
能
性
と
回
避
可
能
性
の
存
在
に
つ
い
て
、

主
張
・
立
証
責
任
を
負
わ
せ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

原
告
ら
は
、

原
告
第
四
準
備
書
面
一
、

「
本
件
訴
訟
は
、

原
告
ら
が
、

5
に
お
い
て
、

浮
島
丸
事
件
に
つ
い
て
何
ら
真
相
解
明
の
た
め
の
調
査
も
せ
ず
、

長
年
の
間
無
補
償
の
ま

ま
原
告
ら
を
放
置
し
て
き
た
被
告
の
責
任
を
問
う
て
い
る
事
件
で
あ
る
。

」
と
し
、

予
「
そ



1
・・i
'

I

J

'

r

三

四
そ 十 務 負 定 立 務 3青 反 の
の 分 の 以 を 証

、..../
求 し し 被

違 と 内 上 す 要 が 不 す か そ AEコニ

反 倍--'"=-、 る せ 困 履 る し も が
が わ よ と ず 難 イ'丁ー 以

、
そ

、

あ ざ し れ す
、

だ の 上 債 も 原
つ る て ば る さ か コ自声宅需Z

、
務 許 丘Eヒコ

た を も
、 - り り 体 目リ 不 さ り、ー

の 得
、

訴 と と 的 記 履 れ
か な そ 状 は は 内 一 ~T な 対一

の な
、

債 ーっ n吃hゴF‘ 、
な し、 し

つ
。

違 ど 現 務 て を l L 
て

原 反 行 者 債 王 の し と 厳
て 丘Eコ二 事 お 法 倶U 務 張 と 安 王 格、

り 実 け の が . お 全 張 な-、、
具 lま る 解 債 安 立 り 配 す 主
体

、
し 従 釈 務 全 証

、
慮、 る 張

的 被 て 前 と 不 配 す ー 義
。 . 、ー

な 丘Eヒコ も か し 履 慮、 る れ 務 立
事 国

、
り て 行 義 三貝包 を の 証

実 3青 の は の 務 任 主 不 を
を ど 求 原 至。 な 、.-

が 張 履 求
よ の 原 tEヒコ 底 の あ T 行 め
り よ 因 り 無 司・-

内 る る を る、ー
特 つ 事 の 理 と ~ゴ..... ・ の 倶1 理 -、ー
定 な 実 王 で の で 由 と
し 安 の 張 あ 主 つ あ 債 と iま
て 全 主 は る 張 務 し

、
dつ

主 配 張
、 。 . て て て 著戸F ‘、

張 慮、 と 安 立 の
、

安 損 し
す 義 し 全 証 具 そ 全 害 く
J、く 務 て 配 責 体 の 配 賠
き 及 は 慮、 任 的 主 慮、 償 義
で び 不 義 を 特 張 義 を

. 



.<-'.で

-‘ 

あ
る
。




